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右
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，し
グ
ル
ジ

B

プ

’ジ
ィ
隙
級
利
害

.

の
無
關
係

ビ

奄
も
揮
ぶ
：所
は

.な
い
。
父
社
會
進
化
理
論
は
決
し
て
社
會 

-
4
^

義
ビ
，
.•必
然
の
闕
係
も

.る

...も
の

で
.は
‘
な
ぐ
て
、社
會
主

-'翁
'者
も

-非
...社
..會
..主
.，.義
..者

も

等

，
し
.く
.
振
，
.ボ
.

V

の
で
は
な

/

\

I

r

pT

し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。

1

梵
の

S

會
的
信
仰

"希
望
、心
願
、評
價
、意
欲
の
表
現
た
る

f
t會
主
義 

は
、社
會
科
學
と
塞
末
も
州
刷
せ
ざ
る
こ
ど
は
論
を
俟
た
ぬ
。

j

此
の
三
つ
の
異
分
子

i

社
會
理 

想
、社
會
理
論
磁
親
述
動

I
:
が
*

理
に
外
®
.
的

に

一

個
の
も
の
に

.結
合
せ
ら
れ
わ
の
が
、マ
ル
ク 

シ
ズ
ム
で
あ
る
。

W

し

r
ル
ク
シ
ズ

-
ム
は
元
來
社
會
主
義
で
は
な
い
。

t

ル
ク
ス
主
義
者
が 

脑
资
主
義

.激
で
あ
れ
ぱ
，そ
れ
は
マ
グ
ク
ス
主
義
者
た
る
が
故
に
で
は
な
ぐ
て
、別
の

a

由
か
ら 

.で
あ

.る
。
侧
自
の
特
色
を
有
す
る

T

ケ
ク
ス
的
社
會
主
義
な
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

ゾ
 

ム
パ
ル
ト
は
大
體
右
の
如
ぐ
主
張
す
る
や
わ
に
な
ウ

た

(a, 

a. 

0
.

 

I
X
-
x
)
o

而
し
て
彼
れ
め
近 

業
の
主
題
ご
な
る
も
の
は
，

.一

面
に
於
て
社
會
主
義
其
者
ょ

b

も
狭
ぐ
、

r
,

K

に
於
て
此
ょ

5

廣 

き
此
，め，ヤ

V..

ク
シ
ズ
ム
で
あ
る

。

.

ゾ
：
.ム

バ
ル
ト
が
言
は
ん
ご
欲
す
ろ
所
近
世
、，フロ
レ
タ
リ
ャ
社
愈
主
義

t
r
『

西
歐

』

即
ち
拉 

典

T

ァ
ン
ク
ロ
サ
ク
ソ
ン
的
精
满
の

'
 
刻
印
を
擔
ふ
も
の
で
、其
の
眞
本
質
に
於
て
非
獨
逸
的
の 

も
の
な
る

b

一
 

事
で
あ
る
。
彼
れ
は
ズ

b

レ
タ
タ
ャ
社
會
主
義
思
想
の
思
想
史
的
系
統
を
左 

め
.
如
き
表
に
示
し
て
ゐ
る

。

(
D
e
r

 

P* 

S. i. 

B
d
.

 

8
4
)
。

さ
れ
ば
彼
れ
が
忍
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
は
、蹄
ご
し
て
マ
ル
ク
シ
ス
ト
の
、僧
し
て
獨
逸
古
典
哲

鎮
十
九
を

(

五o
!
)
m

グ

ム

パ

-
^
ト
の

r.

フ
ロ
レ
タ
リ
ャ」

社
食
主
義 

馆
西
號 

七

1



筋
十

‘
4̂

を
(

K 

0
3

〕

ダ
ム
パ
ル
ト
のr

フ
ロ
レ
タ
リ

V

」

厳
愈
主
義

i
,號

八

.フ>

 

レ
タ
リ
ャ
®
會
主
義
は
大
體
じ
於
て

\

ャ
ゲ
ク
シ
ズ
ム

獨
逸
社
會
主
義
紫
，
，
 

M
o
s
e
s

 

Hess, 

weltlmg- 
*

靑
银
侧
逸
厂 

靑
年
へH

グ

ル

熱：

.

.

t

 

:

:

:

.

,

,

p
e
u
e
r
b
a
c
h

(irIeme-B6
rne)

英
#
社
#
主

義

者

..

l̂
Eorelly, 

G
o
d
w
i
n
,

 

c
w
e
n

 

ひt.

のimon, 

F
o
u
n

ひr, 

Blanc, 

JLeroux. 

P
r
o
u
d
h
o
n

 

etc.

A
チ
ン

十
八
世
紀
の
佛
蘭
西
哲
學

力\

ギ
ン
主
義

十
七<

世
紀
英
育
利
®
學 

H
o
b
b
e
s
, 

JLOCke,' 

ひhaftesbury 

MarK^evine

希
*
衰
顏
哲
學

猶
太
精
神

學
の
後
繼
者
を
以
て
任
す
る
こ
ビ
で
あ
る
。

マ
ツ
ク
ス
•ア
ド
ラ
ア
は
頻

マ

ル

ク

力

ン
ト
の
交
涉
を
認
め
ょ
ぅ
：ご
す
る
。
ゾ
ム
パ

\

ト
は
全
ぐ
其
理
由
を
解
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

.

.

.‘.

.
•
.
.
. 

. 

■: 

•

.

.

"
マ
ル
ク

K

に
批
判
主
義
：の、否
な
一
一
元
偷
理
の
形
迹
を
さ
へ
見
出
さ
ん
が
爲
め
に
は
、賞

R !

マ
 

-

ク
ス

•ァ
ド
ラ
ァ
：の
希
伯
來
法
典
學
者

S

跪
僻
を
耍
す
る
。

J

へH

グ
ダ
と
マ
ル
ク
ス
の
關
係 

を
言
ふ
に
は
、多
少

.の
理
ぬ
が
あ
る
。

W

し

根
本
的

U

は
、彼
は
へ
ユ
ダ
'ルご
は
毫
末
も
血
緣
が 

,,シ

：：.

な
い
。：
形
而
上
學
的
に
、本
體
論
的
に
、歷
史

®
寧
的
に
、

一

言
以
て
蔽
へ
ぱ
、凡
て
の
重
要
な

'る
® 

に
於
て

"却
て
彼
は
へ

H

グ
ル
ビ
正
反
働
に
立
つ
の
で
あ
る

」(Bd. 

I, 

7
9
)
。

ゾ

：！ 

タ
タ
ャ
社

# 

生
義
に
は

®

逸
精

W

の
香
り

.だ
も
な
い
こ
ざ
を
會
得
せ
ぬ
も

.の
は
、全
く
之
を
理
解
す
る
こ

S 

,

が
出
來
な
い
の
セ
あ
る

(
S
I
)
。

然
ら
ぱ
侧
逸
精
神
の
胁
色
は
何
處
に
ぁ
る
か
。
獨
逸
精
神
の
特
色
は
、英
寶
利
精
神
の
經
驗 

的
、佛
蘭
西
精
軸
の
合
理
的

f

lonalistiscb)、

露
西
®
精
縛
の
鯽
秘
的
宗
敎
的
な
る
に
對
し
て
ボ
而

上
學

.的
な
る
こ
ご
に
狂
る
。
西
歐
精
神
の
獨
逸
精
神
ざ
異
な
る
所
は
を
の
起
越

(
T
r
a
n
s
z
s
d
e
g
)

.

..

を
缺
ぐ
こ
ご
に
あ
る
。
然
し
.グ
レ
タ
フ
ャ
社
會
主
義
に
も
哲
學
が
な
い
の
で

は

な

ぃ

。

r

プ 

.

ダ

ジ

i
n

フ」

機
蒙
哲
學
，が
：̂
^
,
:
れ
：で
あ
る
。

た

ず

®
蒙
：哲
學
は
、脑
會
主
義
，の

舉

礎

e
し
て
用
ゐ
ん

幣
十
九
卷(

五

0
3

)

ゾ
ム
パ
か
ト
のr

プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ

」

社
會
主
義 

银

K職 

九



I
!
$

!

饿
十
九
卷

(

五

0四)-

ゾ

A 

,

ハ
ヤ
ト
の

【

グ
な
レ
タ
リ
ヤ

」

社
會
主
義 

鎮
四
號 

10
,

爲
め
じ

一

層
粗
野
な

IIる
も
の
に
せ
ら
れ
た
に
週
ぎ
ぬ
。
ダ
ム
バ
ル
ト
は
審
荒
を
弄
し
て
日 

くr

社
ま
民
主
ふ
義
哲
學

』

の『

ブ
ル
ジ

I
H
V
®

蒙
哲
學

』

に
於
け
る
は
、稍

V

下
婢
の
服
装
の
淑
女
の 

服
に
於
け
る
が
如
き
も
の
で
あ
，る
。
樣
武
は
後
者
が

W
て
身
に
肴
け
た
の
ビ
同
じ
で
あ
る 

が、れ
今
の
着
用
者

の
：：

組
野
な
る
解
味
ご
乏
し
き
資
力
？
に
適
合
す
る
け
の
差
違
が
あ
る

'
 

可
よ
り
も
第

！

に
そ
れ
は
咋
日
の
琉
行
で
あ
る

」

ご(35)。

P

E

ぐ 信 る 此 、世にビ 
て 仰 き の 界 よ の ギ  
信 卷 の 地 が れ 術 3 
仰 で み 上 あ ぱ 突 ォ  
€ あ で に り 此 で ラ

チH

マ

は
謂
つ
れ
。

•世
界
史

.及
び
人
類
史
の
萬
に
唯

！
.

最
奥
の
偶
題
は
信
仰
ざ
無
信
仰 

あ
る

」

ご
。
.
Aァ
獨
逸
精
神

W
 

,フ？！

レ

タ

リ

ャ

胞

會

主

義

ご

の

#

立
は
"ダ
ム
パ
ル
ト 

の
-信
，仰
，£
,無
信
仰
ビ
の
：術
突
に
外
な
ら
ぬ
。
有
信
仰

W

い
ふ

は
、
別

に

一

の
超
越 

て
、現
世
は
，其
影
像
に

外
，
な
、ら
ぬ
こ
ご
を
信
中
る
こ
と
、神
，を
信
じ
て
神
の
信
仰
を 

於
け
る

.

.

一

.

.切
行
業
の
指
針
と
す
る
こ
ビ
の
義
に
外
な
ら
ぬ
。
赞
に
称
示
を
信
す 

は
な
い
。
凡
て
の
理
想
主
義
的
思
想
家
及
び
詩
人
は
、皆
な
此
意
味
に
於
け
る
有 

る
。，，分

.ウ
ベ
：き
も
の
，は
，族

示

信

仰

 ̂

3性

信

仰W
、

保
羅
ズ
ラ
ト
ォ
ご
で
は
な 

無
儀

§

ヒ
、即
ち
ズ
ラ
ト
ォ
，ごス
ォ
ィ
エ
ル
バ
ッ
ハ
ご
で
あ
る
。
而
し
て
純
傅
の

.

L

l

i

i

i

i

a

s

p

l

s

獨
逸
精

®

を
體
す
る
も
の
は

.皆
此
意
味
に
於
，て
は
有
信
仰
で
あ
る
。
獨
逸
古
典
文
學
，獨
逸
古 

，典

辨

舉

は

有

®

仰
の
文
學

.哲
學
，で
あ
り
ち
ふ
へ

.ネ
グ
ル
は

W

K
史
®
學
の
結
論
に
獨
逸
古
典 

哲
‘舉
，の
精
神
を
槪
括
し
て
言
つ
た
。
補

W

ビ
世
界
史
並
に
現
實

’I
を
能
く
調
和
せ
レ
む
る
も 

の
は

g

に
生
起
せ
る
所
：の
も
れ

"又
日
常
生
起
し
ウ
、
あ
る
所
の
も
の
は
、®
に
神
な
ぐ
し
て
は 

生
起
せ

.：ざ
る
の
み
な
ら
ず
、其
本
質
上
神
其

*

の
業
な
ら
ご
の
洞
察
是
の
み

1

ご。
此
精
棘
ビ
全 

然
棚
叙
れ
ざ
る
も
の
は
，

「

無
宗
敎
、是
れ
我
宗
敎
。
無
哲
學
是
れ
我
哲
學

」

ご
公
言
し
た
ス
ォ
イ

H 

\

バ
グ

\ 
I

の
立
場
で
あ
る
。

ャ
グ
ク
ス
は
ス
ォ
イ

V
I

グ

'
V

ッ
ハ

U

一
 

步
を
進
め
れ
も
の
で 

あ
る
。

ャ

V

ク
，ス
の
事
業
は
、を
の

「

唯
癒
論
の
振

®

を
傭
張
し
て
人

®

の
藤
ね
に
及
ぼ
し
、

S
I

然 

科
學
的
唯
物
論
の
外
に
藤

.史
的
唯
物

#

を
立
て
た

」

こ
ご
に
在

.る
。

神
に
對
す
る
信
仰
ビ
共
じ 

人
格
ネ
死
不
減
に
對
す
る
信
仰
も
央
は
へ
れ
。

1軸
は
不
死
不
減
の
前
提
で
あ
る
。
#
な
く
し

V

は
不
死
不
滅

'
.は
な
い
。

-
自
然
は
死
を
與
へ
る
。

然
し
不
死

•不減’は獨
神
の
み
が
之
を

廣
へ
ろ

i

ス
ォ
イ
キ

\ \

プ

M

O
エ
ン

”グ
\
ス
は
.謂
ふ
、

「

宗
敎
的
®
籍
の
欲
望
で
は
な
ぐ
て
，

-S 

腊
の

‘死
後
，一
度
び
承
認

.：せ
ら
れ
た
靈
を
如
：何
に
處
，置
す
ベ
さ
か
：
：

.の
當
惑
が
一
般
じ
退
屈 

な
る
人
格
不
死
，不
減

0

想へ像に

'導

S

た」

ざ。
こ
れ
が
グ

5
^

レ
タ
ク
ャ
社
會
主
義

.の
精
#
的
態

第
十
九
を

(

五
0
五
プ
ゾ
ム
パ
ル
ト
の

「

プ
ロ
レ
メ

*
ャ̂」

社
會
主
義
 

第
1
號̂ 

II



第
十
*
?卷̂

(

五
0
六い
-

ゾ
ム
パ
ル
ト
のr

プ
ロ
レ
タ
リ
ャ
，

」

社
愈
主
義

度
‘で
あ
る
。
然
し
，

®

を

0

れ
た
者
に
愛
は
な
い
。

‘

「

W

が
愛
を
造
ら
、
 

を
造
る
の
で
め
る
。

#

な
ぐ
し
て
は
愛
な
ぐ
、典
同
な
く
、文
化
も
な 

義
者
の
殆
ど
凡
て
に
通
有
な
る
特
色
は
そ
の
愛
な
き
こ
《
で
あ
る

き
も
の
が
、

力

r V
マ
：ケ

ク

ス

で

あ

る

。

供g

號 

一

ニ
 

滅
が
共
同
を
，典
同
が
文
化 

.い」

2
.
5
Q

)

。
近
恨
社
愈
主 

V

而
し
て
そ
の
最
も
®
し

を
し
て

}

驚
を
.嘆
せ
し
め 

し
ざ

言
ウ
た
っ
共
霞
黨
宣
言

-

ゾ：ム
バ
ル
ト
の

T

A
ク
ス
働
す
る
評
價
の
甚
し
き
變
動
は
、人
 

る
。
之
を
韻
む
毎
：に
新
な
る
未
開
の
眞
理
を
發
見
せ
ざ
る
こ
ビ
な

は
ズ

3
日
人
の
知
る
如
く

"全
ぐ
何
等
の
新
し
き
思
想
を
合
ま
ぬ

」

も
の

T
1
W

し
て
正
し
き
思
想
を 

4
2

ま
す
し
て
全
然
認
れ
る
思
想
を
以
充
溢
せ
る
も
の
な
ウ
た

(Bd. 

II 

3
2
8
)
。

マ
ル
ク
ス 

の
人
物
に
對
す
ろ
其
批
評
も
頗
る
奇
酷
で
あ
る

0

マ
ル
ク
ス
性
格

®
特
色
と
し
て
ゾ

.ム\

ル
 

ト
が
列
摩
す
る
所

.は
、舉
問
的
寒
賦
、激
情
的
ま
酣
愁
、政
治
的
能
力
め
缺

2
,否
足
的
攻
擊
的

t
t情 

.及
び
情
：，
嫉

.(Kessentiment)

の
五
で
あ
る

(Bd, 

I 

6
5
-
7
4
)
0
,

マ
ル
义
ス
は
直
接
生
活
に
接
觸
せ
ぬ
韻 

書
人

(
B
i
i
o
h
e
r
m
s
s
c
h
)

，で
あ

0
.

.ね
。
常
に

0

籍
.が
彼
れ
ご
世
界
ご
の
問
に
中
介
し
た
。
然
る
に 

此

讀

書

；人

め

a

に
は
烈
た
る
激
情
の
火
が
燃
へ
て
ゐ
た
。
此
激
情
は

發

し

て
事
業
愁
ビ
な

f

I
S
I
i

!

マ.

i

。：

吏
こ
又
！

^
-
.れ
.の
異
常
な
る

.意
志

.力
ビ
精
制

的
能
力

ビ
は
發

し
て
彼
れ
の
支
配
愁
權
カ 

愁

さ
な
？

た
。
彼
れ
，の
性
格

の
特
色
を
.な
す
も
の

は「

敵
に
劉
す
る
情
悪
と
報
復

愁
、
鎭
爭
激
に 

身
す
.る

0

0

ど
嫉

'妬
，
從
隨
者
に
：剰

t
る

‘

君
主
感
、人
類
一
般
に
動
す
ス
深
き
輕
蔑

」

で

あ
る
。

而 

か
も
此

E

人
的
人

物
の
生
涯
は
失
敗

&

述
績
で
あ

つ
た
。

家
庭
生
活
に
於
て

は
、
彼
れ
は
入
質 

 ̂

^
ン
，
グ
ン
ス
へ
/の
：無
：心
狀
ぉ
の
：間
を 

た
。
を

の
發

行
す
る
新
開
は
，

何
れ
も
間 

も
な
く
發
：刊
に

歸
.し
た
。
を

"の
生
涯

.に
唯
，
一
の

稍
，大
な
る

事
業
た

み
し

國
際
勞
働
者
協
會 

も、ぶ；

f
を
出
で
す
し
て
：不
面
目
な
る
終
局
を
吿
げ
力
。
而
し
て
彼
れ
が
望
を

R

け
な
最
後
の 

骨
牌
も
失
敗
に
終
ラ
た

。
^̂
^̂
i

 

に
及
ぱ
す
し
て
逝
い 

，た
の

で
あ
る
。

此
等
め
：失
敗

k

は
、彼
自
身
の
*政
治
的
能
力
缺
乏
の
罪
に

歸
す
べ
&
も
の
も
あ 

.
る
。
併
し
彼
れ
の
際
限
な
き
自
負
心
は

*之
を
容
認
す
る
こ
ど
を
許
さ
な
い
。
彼
は
悉
ぐ
之
を 

境

®

の
：貴
に
歸
し
や
。

辟
れ

が
：！

身
の
困
窮
、彼

れ

が

！
切
の
失
敗

.を
悉
ぐ
プ
ル
ジ
ョ
プ
社
會
、
 

就
中
普

®

西
に
嫁
し
れ
。
：，其
處
で
彼
れ
：の
感
情
は
盤
々
毒
せ
ら

.れ
た
。
精
侧
的
破
産
を
防
か 

ん
が
爲
め
、彼
れ
は
己
れ
；：を
欺
い
な
。

己

れ

1

人
を
重
要
の
人
物
と
し
他
を
悉
ぐ
愚
人
ご
す
る 

性
癖
は
益
々

昂
じ
ね
の
：

で

あ
る

。
' 
彼
れ

に
從
へ

ぱ
、彼
れ
以
前

の
經
清
學
者
は
營
昧
者
で

あ
る
。

第
十
九
货

(

五Q

七)

-

-

グムパレトの

r

フロ 

V
タ
ャ

」

社會主ま
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ル
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银ST

號
‘

1
F

ビ
ス
マ
グ
ク
は
無
能
な
る
小

.
ユ

ン

ケ

ル

で

あ

る

。

ラ

ッ

サ

メ

ル

.の

煽

動

文

書

は

中

學

六

年

生
 

^
の

劇

®

で
，
！
讀

の

勞

に

値

せ

ぬ

も

の

で

あ

る

。

斯

く

他

人

，殊

に

何

事

.を

か

成

し

遂

げ

た

他

人
 

,
の

,

«做

を

傷

け

る

と

ご

に

、旣

.に

.
彼

れ

の

人

物

の

他

の

一

而

が

現

れ

て

ゐ

る

。

彼

れ

の

，，情

恶

、我 

し
く
：は
：惡

意

(
G
e
M
S
S
I
g
k
e
i
l
o

が

そ

れ

で

あ

る

。

惜

惡

懷

疑

癖

ビ

：は

相

合

し

て

批

評

を

生

み
 

出

し

た

。
，
惜

惡

ご

批

評

ヒ

は

彼

れ

を

し

す

辛

棘

な

る

毒

語

を

用

ゐ

し

め

ん

。

此

精

神

狀

，態
は 

现

れ

て

「

心

理

的

悲

.觀

主

義

」

と

な

つ

'た
。：，
歷

史

の

進

行

は

畢

竟

人

間

の

惡

し

き

1

而

が

善

き

j 

而

を

览

服

す

る

こ

ど

に

外

な

、ら

ぬ

^

見

る

の

で

あ

る

0

惜

嫉

(
R
e
s
s
e
n
t
i
m
e
n
o

は

マ

ル

ク

？̂

が

他 

の

纖

多

社

會

主

義

者

‘'ギ

分

：

C
V

脱

セ

あ

る

。

惜

.嫉

は

安

心

立

命

を

得

ぬ

所

か

ら

起

る

。

并
し
同

,..
.
.

.

.

……

 

.
；
.
.
.
.
.
I

…

' 

■ 

.

.

 ̂

R
を
れ
は
自
己

.の
道
德
的
劍
造
力
及
び

"
マ
ル
ク
ス
あ
つ
て
は
、更
に
政
治
的
能
力
に
勁
ず 

，タ
タ
の
缺
乏

e

密

接

じ

：相
：結
：び

付

い

iて
^

此
の
自
信
の
缺

•乏
は

>

 

ル
ク
ス
を
し
て
定 

論

(Faralismus)

に
陷
ら
し
め
た
。
併
し
マ
ル
ク
ス
の
定
命
主
義
は
、ク
口
ム
な
ル
，ブ
ル
レ
ン
シ 

ユ
タ
ィ
ン
、ナ
ポ
レ
ォ
ン

.又
は
ビ
ス

T

ル
ク
の
足
命
主
義
ど
は
趣
を
嚴
に
す
る
。
彼
等
の
定
命

主
義

'は

、
ょ

ね

高

き

意

离

の

手

中

の

用

，具

た

る

こ

，
と

，
を

自

覺

す

る

所

か

、ら

生

や

る
。

即
ら
言
仰 

が
：其
：基

礎

ご

な

つ

て

ゐ

る

。

之

に

反

し

マ

ル

ク

ス

の

定

命

主

義

は

不

信

仰

に

逃

づ

い

て

ゐ

る

。

!：

I

I
I!
I
I

{I
i

畢

竟

絕

.ま

し

て

資

任

を

自

0

力
に
嫁
す
る

 >

 

い
ふ
に

.外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

，
マ
ル
ク
ス

I
d

對
す
る
ゾ
ム

"ハ
ル
ト
の
無
假
籍
な
る

•批
評
は

"ま
た
其
ぜ
流

J

に
も
及
ん
で
ゐ
る
。
 

最
も
愤
激
せ
る
社
會
主
義
奢
は
最
も

®
し
き
：惜
嫉
，の

念

を

抱

く

.も

の

だW

 

S

ふ
例
に
ォ
：ザ

• 
\

ク
セ
ム
ブ
ル
ダ
を
擧
げ
て
"彼
女
は
ー
獨
逸
に
於
て
は

I

四
重
の
惜
嫉
に
惱
ま
さ
れ
て
ゐ
る

n 

「

女
子

f
し
て
、外
國
人

S

し
て
、猶
ぶ
人
ご
し
て
及
び
不
具
者

S
し

5

ビ
い
ふ
の
類
で
あ
る

。
P

3
0 

.

.
膝

V

マ\

ク
ス
，
の
文
章
の
猛
烈
噴
，火
山
に
比
す
べ
き
を
嘆
賞
し
た

.
ゾ
ム
パ
ル
ト
は
、今
や
其 

蔣
賜
に
厭
惡
の
感
を
催
し
て
ゐ
る

(I, 

7
0

)

。

.然
し
變
り
た
の
は
、其
の
文
章

k

對
す
る
評
®
の 

み
で
：は
な
い
。

マ
ル
ク
シ
ス

.ト
等
が
解
す
る
意
味
に
於
け
る

「

科
學
的

」

社
會
主
義
は
"之
を
純
論 

理
的
に
考
察
す
れ
ぱ
、四

.労
の
圓
ビ

S

ひ
、黄
金
製
の
蹄
織
ご
い
ひ
、偷
理
的
物
理
，學

W

い

a
、感
情 

に
满

>

た
化
學
ビ

"い：：

ふ
の
不
合
理
ド
等
し
い
。
科
學
的
社
會

‘主
義
な

る

語
は
、蔽
愈
主
義

」

が

一 

の
認
識
明
題
な
る
こ
ヒ
を
意
：味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、そ
れ
は
認
識

ざ

行
動
ざ
、必
然
の
王
國

VJ 

自
由
の
：

i

國
ビ
、問
顧
ご
前
な
る
二
つ
の
存
有
領
域
の
論
理
上
不
可
能
な
る
浪
同
か
ら
注 

じ4 ::̂

も

の
だ
ざ
謂
ふ
の
は

(I, 

2
9
9
)

ダ

ム
> A

ト
が
昔
か
ら
主
張
し
て
ゐ
ん
事
だ

が
、
彼
れ
が
階

银
十
九
释(

五

0九)

.

.
ダ
ム
パ
タ
ト
のr

ダ
ロ
レ
タ
ャ

」

硫
愈
主
義 

第
四
號 

1

五
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ゾ
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パ
ル
ト
の

r

プ
ロ
レ
タ
ャ

」

社會主義

 

懷gr

號

破
鬪
爭
說
を

S

認

す
る

こ

f

は
"吾
々
の
豫
期
し
な
か
つ
化
所
で

あ
る
。

ダ

ム
パ

タ
ト 

所
で
は
，マ

\
ク
ス
の
階
級
鬪
爭
說
は
冷
靜
な
る
科
學
的
認
識
た
る
ょ

b

も
寧
ろ
大
部 

の
織
烈

な
る

政
治
的
意
志

の

表
現
ご
見
る
ベ
き
：

も
.の

で

あ

つ
て
、此
：處
か
ら
其
の
矛
盾 

明
確
が
：生
す
る
，の
で
あ
る
。

マ
ル
：

ク
ス
は

I

定
の
經
濟
制
度
に
屬

す
る

こ
ぐ
を
標
準 

プA

ジ
ョ
ゾ
ジ
ィ

"ル
ズ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
及
び
プ
ロ
レ
タ
ジ
ャ
を
分
つ
た
。
併
し
此
の 

の
鎮

1

の
缺
陷
ビ
す
ベ

.き
は
，

j
國
人
民
中
最
も
重
要

.に
し
て
，多
く
の
場
合
最
も
多
數 

群
、卯
，ち

農

民

を

度

外

し

て

ゐ
る
こ
ご

で
あ
る

(.1, 

3
7
m

)

o

次
に
不
明
確
な
の
は
、

「

階
银
利 

念
ヤ
あ
る
。
階
級

.利
害
ざ
は
何
か
。
此
め
っ
利
害

」

は
個
々

の

階
.叙
成
：員
に
取
て
超
越
的 

で
あ
り
て
は

:̂?>ら

ぬ
。
苦
し
さ
ぅ
で
あ
つ
て
は
，利
害
は
個
々
人
に
収
ウ
て
！
の
ィ
デ 

り
、階
叙
利
害
の
爲
め
に
戰
ふ
こ

.ビ
は
、マ
ル
ク
シ

.ス
ト
の

1

ン
揚
か
ら
は
許
し
灘
い
ィ
デ 

舉
に
な
る
。

「

故
に

『

階
叙
利
害

』

は
少
く
と
も
個
々
人
に
取
て
も

W

粒
的
の
も
の
，即
ち
彼
れ 

の

個

別

利

害

で

な

ぐ

，て

は

な

、ら
ぬ 
> 
然
る
に
，個々
人
の
利
書
は
、

®

々
様
々
で
あ
る
。
そ

M

e 

ズ

5
1

レ
タ
タ
ャ
の
っ
し
き
利
害

J

ご
い
ふ
事
を
言
，へ
ぱ
，果
し
て
誰
の

目
，，

か
、ら
見
て
の
し
き

」

利 

害
な
る
か
の
難
問
が
起
る
。
っ
共
産
主
義
の
理
想
を
ズ

‘1
1

レ
.
タ
タ
ヤ
の

『

正
し
き

』

利

害

ご

J

!

六

が
見
る 

分
彼
れ 

暖
昧
不 

ビ

し

て

、

啤
赦
論

な

る

集

 

害j

の
槪 

な

も

の
 

エ

ご

な
 

エ
へ
の

,

i

視

す

る

こ

ビ

は

に

週

ぎ

s

i

.

ゾ
.
ロ 

-

タ

厂

ャ

の

階

叙

的

共

同

意

識

の

發

生

を

妨

 

る

も
の

に

は
、職
業
上
、&

營
上
及

び

個
人
的

な

る
襟

々

の

特

殊

利

害
が

あ

る

。

併

し

®

に
努 

激
の

：

化
叙
意
識
が
充
分
後
達
し

て

、

共
同

し

て

其
階
叙

の

利
害
を

主

張

す

る
に

至

ジ

わ

場

合

 

於
て

；
も

，

此
，利

*

其
者
が
却
て
社
き
主
義
的
数
働
，者

運

動

の

發

生

に

對

す

る

妨
害
ご
な
る

」
こ 

ヵ
タ
る

(
I
I
,

 

I

ざ

，か
へ
は

近

年

に

ま
る
ま

で

の

英

米

ニ

，
國

に

於

け

る
が

如

く

、

努
働
密
の
經 

"
H
,

政

：
治

.上
の
羽
害
が

#
.て
.一鹏
會
黨

，の

組
織
を

阻

止

す

る.，
揚

合

が
そ

れ
で
め
，る。

國
家

V
,

い
ふ

國
家
は
皆
な
階
叙
國
家

だ

.
,
,
い

ふ

說

，
も

，
ゾ

ム

 

> 
ル
ト
は
ポ
認
し
な
い
。

史
觀

5̂

 
.メ
場
力
；

I、ら
一
み
へ
は
配
階
叙
は
即
ち
雜
濟
上
：の
：支
配
階
，

.級
、即
ち
現
在
の
文
明
諸
國 

於
て
は
ズ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
で
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
の
に
、歷
史
上
；の
事

K

を
見
れ
ば
、此
の

「

支
配 

級」

は
、必
し
も
常
に

r

支
配
隙
親

」

で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ダ

づ
ナ
ポ
レ
方
ン

‘會
時
の
侧
蘭
西
、十 

J

マ
-
命
以

B

の
普
®
®
獨
逸
化
於
て
は

"プ
ル
ジ
ョ
ッ
ジ
ィ
は

T

支
配
階
親

」

で
は
な
か
つ
た
の 

あ
る

P
 3

7

ナ
。

1

切
社
會
の
膝
史
は
階
叙
闘

#

の
歴
史

.で
あ
る

」

ご
の
命
週
も
同
樣
で 

る
。
此
命
題
を
瞪
明
し
よ
ぅ
と

す

れ
ぱ

•演

» 

方
法
に
よ
つ
て
も
、歸
網
的
方
法
に
よ
つ
て 

結
局
形
而
上
學
に
落
着
：か
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ

」

ご
い
ふ
の
で
あ
る

(I, 

3
7
6
)
0

轉
十
九
卷

(
五

！
！
)……

ダムパ

A

トのr

プ
ロ
レ
タ
リ
ャ」

能
會
生
義 

ぶ

四

號

！

七

も、め で 一 階 に 檢 . 濟 ご に 働



箱
十
.九

卷

(

五
ニD

'

ダ
ム
パ
ふ
ト
のr

フ
ロ
レ
タ
リ
こ
社
會
主
義 

银
四
雜 

1
A

,
.

.
，そ
こ
で
ダ
ム
バ

ダ

ト

自

身

眷

て

主

張

し

，た
；や
ラ
.ベ
プ
.
ロ
レ
タ
ク
ャ
運
動
は
、直
ら
に
社
會
主 

義
述
動
た
る
も
の
で
は
な
い
。

「

社

#
主
義

t
r

骨
に
ズ
ロ
レ
タ
ジ
ャ
階

.親
利
害

0
思
想
的
反
映 

‘

た

る

の

み

な

、ら，す
"
！

部

分

階

叙

利
.
®の
闇
，外
じ
存
す
る
.，其
の
特
有
の
根
裤
を
有
す
る

」

の
で
あ 

る{II, 

168)
。

こ
れ
は
反
面
か
ら
見
れ
ば
、

r

近
世
祖
會
主
義
運

.動
に
取
ウ
て
の
，非

*フ

P
レ
ダ
"
ャ
 

分
子

.の
意
義
は

®

大
で
あ
る

」

ビ
言
ふ
こ
ズ

R
外
な
ら
ぬ
。

然

、ら

ぱ

此

等

非

グS

レ
タ
リ
ャ
分 

子
を
しV

社
會
丰
義
；者
た
ら
し
む
る
動
機
何
か
。
第
二
は
宗
敎
的

•倫
理
的
，藝
術
的
動
機
、即 

ち
槪
括
す
れ
ぱ
、理
想
へ
：の
奉

t
tで
あ
る

U

第
二
は
同
情
で
あ
る
,
第
三
は
世
界
及
び
人
類
に 

對
す
を
否
定
的
感
情
で

.あ
る
。

一
切
：の
，不

滿

は

此

に

屬

す

る

。

已
a

身

に

*

し
、妻
に
對
し
、子 

じ
‘對
レ
、上
長
に
對
し
、國

家

對

し

#

敗
に
對
し
、世
じ
認
め
、ら
れ
ざ
る
こ
ご
に
對
す
る
不
滿
は
、
 

成
事
情
の
下
で

.は
、人
を
し
て
政
治
上
の
反
對
者
、即
ち
今
日
で
は
：脑
會
主
義
者
れ

-ら
し
め
る
。
 

此
不
滿
が
激
情
的
人
：物
じ
あ
ウ

，て
は
、嫉
妬
、猜
忌
、惜
惡
と
な
る
。
嫉
妬

V

惜

惡

ビ

の

謂

は

^
開 

化
せ
る
形
態

が
.：
Ressentiment

で
あ
る
。
不
滿
ざ
惜
惡
が

W

極
的
の
形
で
現
れ
る
ご
反
對
您
、
 

更
に
進
ん
で
は
破
壊
愁
ど
な
る

.。
筋

H
.は
利
己
心
に
發
す
る
樣
々
の
動
機
で
あ
る
。

純
然 

め
-る
業
務
上
の
利
害
。：社
會
$
義
的
書
籍
新
聞
の
出
版
者
が
社
會
主
義
を
奉
す
る
が
如

き

.

は

で
あ
る
。

(

口 )

資
産
沒
收
の
危
險
を
免
れ
ん
ビ
欲
す
る
の
念
が
屡
タ
富
廣
を
し
て
社
會
主
義 

者
た
ら
し
め
る

>
,
{ 

C威

覺
您
が

独

V

人
を
し
て
身
を

革
命
戴
；

に
投
せ
し
め
る
。
即
ち
色
食
の 

樂
.に
耽

&
、阿
片

n
,

力
イ
ン
を

喫

用
す

るW

共
じ
政
治
上
の
過
激
主
義
を
弄
ぶ
の
で
あ
る
。

フニ
 

功
名
心
。

.
功
名
心
と

R
e
s
s
e
n
t
i
m
e
n
t

ご
の
結
合
は
、ラツ
サ
ア
グ
に
於
て
型
的
一
例
を
兄
る
。

(

.ホ肴ゆる

®

類
の
：偏
執
狂
的
.世
界
改
象
は
、凰
々
其
の
可
能
秘
法
を
實
行
す
る
機
會
を
獲
ん 

が：爲
め
社
會
主
義
巡
動
に
參
加
す
る
。
第
五
は
、思
想
的
流
行
病
感
染
で
あ
る
。

r

朋
友
同
胞
が 

社
會
主
義
に
，改

.宗
じ
、社

.會
主
：義
宣
傅
が
到
處
に
行
は
れ
る

W

己
れ
も
亦
社
會
主
義
者

W

な
る

/

:

館
六
は
：

#

統

で

も

：
る
’
。
：

，

(

イ.)

社
會
主
義
者
は
情
性
で
社
.會
主
義
者
た
る

こ
と
を

續

け
て

ゐ
る

 ̂

‘ 

-

い
ふ
事
が
あ
る
。

(

ロ y

度
社
會
主
義
者
ご
な
ウ
た
の
で
、足
を
沈

a

度
ぐ
て
も
洗
へ
な
ぐ
な
ウ 

て
ゐ
る
の
が
あ
る
。

r

こ
社
會
主
義
者
の
子
が
社
會
主
義
者
に
な
る
ピ

.い
ふ
事
が
あ
る
。

ベエ 

へA

 

/

イ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
、

ザ
ク

ト

ル
•ア
ド
ラ

K

の：子
等
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
此
等
の
動
機
に
依
て
動
か
さ
れ
て
最
も

®

會
主
義

®

動
に

*

加
し
具
い
も
の
は

何 

人
等
で
あ
る
か
。
そ
れ

6
は(

ニ
靑
年

(

ニ)

廢
顏
人
物
，精

#

病
：者

(

ニ
.ニ
外
國
人

®)
一

階
叙
の
籍
を
削
、ら

れ
.た
る
も
の

.

r
v

ク
ク
サ
ン
、シ
ユ
ヴ
イ
ツ
ユ
ル

-ォ
力
ア
•フ
イ
ル
ド
等
の
如
き

X

五)

女
子
殊
に

(

六)

第
す
九
卷

(

五I
m

)

ダムパ

V

トのr
?

ロレタ

=>

ヤ」

社愈生義
 

第g
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ゾ
ム
パ
ル
ト
のf,

プロレ

I

ャJ

嚇
會
主
義 

填

四

域

ニ
 0

猶
★
人
で

ぁ：

0

デ
ム
バ
レ

^
が

此
列
擧

を
な

す
に

常

ゥ

て

批

判

：.を

交
^
へ
威

情
を
变
お

へ
 

て
し
て
ゐ
る
こ
と

は
、
例

.へ
；ぱ
★

子

が

俩

故
に

社
風
會
主
義
運
動
に
：

投
：す

る

か

を

說

明

す

る

じ

當 

つ
て

「

純

辩

の
,
人

他

保
守
的
で

.

る̂
。

.
：

.然

る

に

純

#

の
婦
人
：，
は

今

H

ャ
は
、『

近
世

的』

婦
人
、
 

即
ち
解
成
せ

ら
；か

れ

る

.婦
人

T

自

由

な

：る』

婦
人
、『

放P

的』

翁
人

^
侶
.#

』

稱
ず
る
翁
妙
な
る
創 

近
物
の
爲
め
盤
々
腿
倒
せ

ら
れ

て
め

る」

ざ

謂
ふ
ね

徵
し
て
明
で
め
る

(II, 

1ハ
1
0。

1

9

,

此
の
ダ
ム
バ
ル
ト

.が
近
世
譲
院
政
..治
の
醜
陋
を
惜
ひ
の
：

H
M
.レ

ひ
に
足
ら
ぬ
。
纖
院
政
治

d

其
器
を
排
斥
す

る

の
.で
は
な
い

b

無
産
蒸
の
大
數
に
選
舉
權

が

赋
，與

せ
ら
れ
て
、本
來
#
族
的

な
る

「

議
會
の
様
式

」

の
'
 
破
壞
せ
ら
れ
選
泰

’が「
無-
は
‘心
な

る

デ

マ

ゴ，
オ

グ
ご
ボ
ッ

ス

ざ
の
遗
寨
す

ベ，き
業
務

」

ご
な
ゥ
た
こ
ご
を
情
む
の
で
：め
；る
。
：貴
族
的
譲
會

：®
,

民
生
的
：議
會
に
優
れ
る

-
M例

を

示

チ

ん

が

爲

，め
、彼
れ
は
：‘戰
.前
の
普
魯
西
貴
族
院
ビ
獨
逸
帝
國
議
會
ご

'
.を；比
較
し
て
居
る 

(II, 

2
5
Q
)
。

.

,
 

.

:
同
じ
ダ
ム

\

ダ

ト
が
、社
會
黨
の
領
袖
は
皆
な
デ
マ
ゴ
オ
グ
だ
い
ふ
の
も
亦
た
同
じ
ぐ
不 

思
議
で
は
な
い

(II, 

279:〕
。‘

ダ

t

ゴ
オ
ダ
の
反
對
極
を
な
す
も
，の
は
，

の
搏
導
卷

(echte 

Fahrer)めふ

ャ

A

る
。

眞
の
指
導
者

.，ビ

デ

マ

ゴ

，：す

グ

ざ

は

何

處

：が

違

：ふ

か

。

少

し

‘ぐ
ダ
ム
パ

ダ

ト

の
謂 

所
を
誇
張
す
れ
ぱ
、奥
の
指
導
者
た

.

.
V得
る
，<

p

の

は
、た
な
獨
逸
精
神
を
奉
す
る
も
の
、
み
で

a 

る
o

i

言

す

れ

ー

ぱ

海

導

，者

は

有

信

仰

，
者

で

あ

る

。

.神
に
命
せ
ら
れ
て
、其
意
志
を
地
上

k 

す
：ふ

_タ
の
ナ
る
，

』

胸
ん
を
有
す
る
人
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
デ
マ
ゴ
オ
グ
の
海
動
は
、起

t

界

 ̂

威
力
と
何
等
の

m 

f

持
ゥ

て

ぬ

な

い
。

.
彼
れ
の

目

的
は
、純

合

，域

的

粋

.：量

に

基

づ

ぃ

て
、
主
ご 

し
：
T

j
身
の
利
害
に
依
て
決
定
さ
れ
る
。
を
こ
で
ギ
ヤ
ゴ
オ

V

に
は
、其
人
格
に
も
链
©
に
も 

，さ

'

力̂
眺
け
て
ゐ
る
。
此

.の
溫

'み

は

、
起

，世

界

的

理

念

界

^

の

結

合

に

依

V
J

始

め

て

生

ネ

る 

で

ネ

る

。

信

仰

な

く

し

て

零

は

な

：い
。
：「

真

の

：指

導

者

を

其

國

，民
.(Y

a
l
k
)

ビ

合

1

せ
し
む
る 

の3

變

で

あ

る

チ

'
 

マ
ゴ

.
オ
グ
を
典
民
衆

(
M
a
s
s
e
n
¥

結
付
け
る
，も
の

.は
、共
同
の
敵
に
覺
す 

.

情
；惡

>
 
あ
る

/

處

一

の

：
指

導

者

は

常

に

上

明

に

f

靈
め
力
に
へ

 

>建

設

的

、
®

極

的

、
共 

同
形
成
的
本
能
ざ
感
情
ビ
を
醒
覺
せ
し
め
る
が
、デ
マ
，

r
!
.オ
グ
は
、低
卑
な
る
激

‘情
に
訴
へ
る

◊ 

人
間
胸

.，も

の

賤

民

に

嫉

妬

情

.恶

渴

望

、利

已

，心

じ

餅

：'へ

る

眞

の

辟

導

者

は

、を
の
率
ゐ 

者
の
精
前
的
道
德
的
水
準
を
高
め
、デ
マ
ゴ
オ
ダ
は
之
を
低
め
る
。
前
者

.は
を
し
て

t
、
3 

隙
な
，る
秘
を
超
腺

‘；̂

し
：む

：.

る：ご
ご

‘に
依

'て
之
を
脈
放

'し
、後
廣
は
個
人
的
欲
情

e

快
樂
ど
の

のる

第
十
九
卷

(

五
！
.五)

グ
ム
パ
ル
、
.，-のr

ヌ
ロ
レ
タ
ヤ
義

鐵狭る

0
0
0

i



热
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六)

ゾ
A
パヤトの

f
K

ロ
レ
タ
タ
ヤ」

能
含
主
翁

館
に
禦
ぐ
こ

.ご
に

'依
て

X

間
を
奴
織
力
ら

.し
め
る

<
1
1
/
2
7
4
)
。

i

號

Wx*

がけなしかも

かト當タ

ゾ
ム

V

ル
ト

の
思
想
ご
プ
口
レ
タ
リ
ャ
社
會
主
義
ご
が
根
本
的
に
相
容
れ
ぬ
こ 

で
充
分
明
白
に
な

J

つ
：た
で
あ

6

う
。
グ

^

レ：タ

.ジ
ャ
社

.會
主
義
：中
の
！
も
グ
口
レ 

な
る
も
の
は
典
逢
主
義
で
あ
る
。

さ
れ
ば
彼
れ

.が
諸
國
の
共
産
主
義
を
®
る
に 

其
雜
に
檢
束
を
：加
：.へ
な
い
の
は
當
然
で
あ
る
。
彼
れ

.は
諧
國
共
産
戴
が
ッ
♦并ユ 

、ら
財
政
的
援
助
を
受
け
，
て
'，
ゐ

る

，
事

宜

を

指

摘

し

、
併

し

假

に

事

實

上

の

盤

®
.
ド

な
 

て
，
，
も̂彼
等
諸
國
共

0

黨
の
露
西
匪
本
部
に
：對
す

る
.

卑

0

な
る

‘

態
度
に
徵
し
て

W 

け
れ
ば
な
ら
ぬ

i

ビ
謂
：

.つ
て
居
る
。
共

M

黨
首
領
等
が
若
し
經
濟
上
に
も
依
賴
す 

れ
ぱ
、彼
等
が
露
西
®
人
か
ら
蒙
つ
て
ゐ
る
や
う
な
屈
辱
的
な
待
遇
を
甘
ん
じ
て 

な

-い

e

い
ふ
の
で
あ
る

'.

(.11̂

 

4
4
9
)

さ
て
努
廣
露
西

5S 

=̂1̂

ポ
に
就
い
て
は
何
う
云
ふ
か
。
圆
ょ

♦
ゾ
ム
パ
デ
ト
は
、

K
ぶ
は
指
導 

せ
ら
る
べ
き
も
の
で
指
與
す

/へさもの，
はないビ信じ

'
 
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、露
西
亞
の
賞

M 

上
の
政
體

H
レ
ラ
ン
の
生
前
に
は
絕
對
君
主
制
で

•現
在

.：：に
：
於

て

は

尊

斷

執

政

官

制

だ

ご

，
い
ふ

は
、こ
れ 

タ
ヤ
.的

^

て
"
*

露
西
亞

C*< 

た 

W

 

ぐ
説
結
し 

る
所
が
な 

受
け
る
替

-

の
は

(II, 

4
&

y

必
し

‘，も
辟
纖
の
意
味
を
合
ん
で
，居
ら
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
，今
日
も
猶

は
、r

♦ホ

グ

シ
 

..エ
#

キ
：
政
麻
の
施
設
ご
い
ふ

施
設

は
、皆
な
そ
れ
が
五
十
萬
人
の
共
廣
黨

.員
、更
に
厳
密

に
謂

へ
 

ぱ
、サ
五
人
の
領
袖
の
播
カ
位
置
を
果
し
て
强
固
な
ら
し
め
る
か
否
か
の
見
地
か
ら
の
み
考
擦 

せ
ら
れ
て
ゐ
る
，而
し
て
そ
の
然
る
場
合
に
の
み
採
用
せ
ら
れ
て
、そ
の
嚴
し
て
共
産
主
義
的
特 

色
を
帶
ぶ
る
ぁ
，

の
；：

な
る
か

"資
本
主
義
的
特
色
を

.
®
ぶ
る
も
の
な
る

ぢ

を

の
民
主
的
精
軸
に
出 

づ
る
も
の
な
る
か
、

W

制
的
精
縛
に

.出
づ
る
も
の
な
る
か
、其
の
公
益
に
利
あ
る
か

、
® 

る
か
を 

問
は
ぬ
た
至
つ
て
は
、圓
ょ
り

「

有
信
仰

,な
る
ゾ
ム

.
パ

V

ト
の
許
す
こ
ご
能
は
ざ
る
所
で
あ
ら
ぅ
。
 

彼
れ
：，
：

が
露

.西
！®

革

，局

潘

の

有

；ゆ
：る
偉

大

高
貴
美
麗

る
も

の

を

贬

し

め

て

卑

小

低
賤
醜 

行
な
る
も
の
ご
同
列
に
置
か
ん

’じ
す
る

.を
兄
て
，痛
憤
：禁
せ
ず
，之
に
對
し
て
下
し
た
辛
规
な
る 

批
評

：：：

に
は

"
一
種

の
嫌
辯
の
自
ら
人
め
耳
を
倾
け
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

 ̂

f
 

i
 

® 

L 

T

.ゐ
る
こ 

S

?す
る
に
足
ら
ぬ
。

彼
等
の
榮
達
は
誠
に
赫
々
，た

る

も
の

で
あ
る
？

猶
太
人
廊

(
G
h
e
t
t
o
)

の
陋
港
，

I

お
し
ぐ
は
外
國
の 

U

命
客
珊
緋
店
を
，出
：.

で
：：

>
:
:ク.

V

ム
ー
け

ン
の
華
麗
な
る

房
.室

k

入

と

卑
賤

な

る
三
文i

i

激
の
地 

位

を
去
，
つ
て
允
榮
，あ
る

歐

洲

最

大

國

の

支

配
者

ご
な
る

0

是

は

如

何
に
纖
烈
な
る

功
名
心
を

银
十
九
卷

(

五
！セ

)

ゾ < 
パかトの

「

グロレタャ

」

社會主義
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八)

ゾム

.パかトの

「

，フ口レタ，

.
=ヤ̂」

社き生'義

も
滿
足
せ
し
む
る
に
足
る
も
の

で
あ
る
。

y 

「

ぉ
し
共
産
主
義
を
信
や

‘る
大
衆
に
も
，亦
た
々
ホ
ル
シ

H:

ギ
ズ
ム
が
惡
魔
の 

納
得
せ

.し
む
る

i
:
ご
は
出
，來ま
い
。
彼
等
は
吾
々
が
そ
れ
を
認
，

.め：ま

其
 

こ-̂
な
き

處
に

個
値
を
認
め
、又
求
だ
依
然

e

し
て

情

仰
希
望
に

满
も
.て

席 

缺
陷
.を
看
週
し
て
ゐ
る
の
で

あ

る
0
.
彼
等
に

.向
ウ
て
、

共
產
黨

支

配

の
下
に 

上
露

W
W
-は
脉
小
屋
ご
；化

し

た

.

.
ご

，
云

，
へ

ぱ

、
紘

等

a

答

，
へ
.
て

日

ふ

で

あ
 

し
ぐ

M
n

等
の
望
ん
だ
；所

で

あ

る

加

之

-彼

等

の

此

判

斷

は

露

西

亜

.グ 

W

萬
人
：め

"；

叫
に
：反
徵
：を
息
出
て

.の
で
あ
る

：

:

。

.

-之
わ
が
正
し
ぐ
：
等
の
望
ん
だ
所
の

も

の
で
あ
る
。

♦フ，ル

ジ
.

3
.ヮ
.g

の

意

味
Vに
於
て
ゆ
聖 

高
：★
美

麗

高

何
ご

，認

め
ら

れ
た

.る

凡
て
の

.：も
の
は
：

破
壞

せ
ら
れ
て
、

最
，早
や

何
等
の
：

大

な
る
も 

か
、
高
さ

も

の
な
.く
、
最E

f

何
等
の

上
下
は
な
い
。

凡：そ.が

下
で
あ
る
：。レ

れ

は

常
さ
：に
さ
ぅ
で 

な

.ぐ
で
は
な
ら
ぬ
。

哥

々
は

低
處
じ
存

，せ
ざ
る
も
の

じ
は

全
ぐ
與
か
る

こ
'
 

ミ
が
出
来
な
か
つ 

た
か
ら
，
又
何
人
‘ら

そ
れ
に
與
か
る

こ

ビ

を

得
て
は

な

6

ぬ；。

吾

々

.凡
て

'
 
が

學
激
た
る

こ

ご

は 

ギ
な
か
つ

た
.

故
に

®

問
を
な

ぐ

な

さ
な
け
れ
ぱ

な
ら
：

ぬ
。

吾
々
：

凡
；
て
が
伯
臀

'に

は
な

，，：：：，

得

f
t
業
な
る

こ
と

を 

の
全
く
箱
在
ず
る 

る
爲
め
に
、樣
々
の 

於
て
、
道

德
上
#
美 

ら
ぅ
。

れ
が
正 

レ
タ
タ

H

ル
及
び

ifcn^s

な
か

つ
ね
。

故
に
伯
，
を

な

ぐ

な

な

け

れ

ぱ

な

、ら
ぬ
。

吾
々
凡
て
が
宏
耻
な
る
®
宅
に
は 

俾
む
こ
ご
が
出
来
な
か
つ
々
。

故

•し
宏
肚
な
る

®

宅
は
な
く
な
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

香
 々

が
純
激
で

ぱ
：
ぁ
5

将
な
.か

0

.

^

0故
に

凡
て

の
者
が
穆

汚
で

な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
。

香
 々

を
信
す
る
こ
ご
が
出

來
な
か
つ
た
。
故
に
他

人
も

亦
神
を

信
じ
て
は
な
、ら
ぬ
。

此
論
法 

タ

が

.フ

«

レ. ：.

タ
ジ

‘
ャ

社

會

主

義

の

：
理

論

的考
察

！.：

i
 :

ゥ
て

充

分

知
了
す
る
所
で

ぁ

る

が

、
 

吾

タ

は

際

の

心
悄
ピ

し

て

、

g
g

き

.，て

作
用

ず

.る

勢

力

と

し
ャ
の

そ

れ

に

遭
遇
す

る

の

で
 

Y

 

(
n
,

 

4
9

1
)

.

凡
て 

は
跡 

は
富 

此
に

るゾ
ム

\

 

\

ト
が
，論す
る

.所
は

®

る
多
岐
に
豆
つ
て
ゐ
る
々
然
し
其
誉
全
篇
を
通
じ
て
兽 

の

r
e
f
r
a
i
n

の
如
ぐ
、常
に
繰
返
し
て
說

.か
：る

.
Vも

，の

は

、
情

惡

に
m

す
.る
愛
、無
信
仰
に
對
す
る 

你
フ
オ
ィ

'
'ユV

パ
ク
ク
に
對
す

'る
ダ
：ラ
ト
オ
で
あ
る
。
而
し
て
ゾ
ム
パ
ル
ト
ド

J 

へ
ぱ
是
ほ
畢
竟
西
欺
精

#

に
對
す
る

.獨
逸
精
神
に

.外
な
，

^
ぬ
。
彼
れ
は
日
ふ
、ブ
☆
レ
タ

タ 

a

#
主
義
者
は
、っ人性

'を
，誤認

.し
て
居
る
。

‘彼
.等
我
等
が
信

.仰

な
ぐ
，して

..-は

} 

S

も生
-.

括 

得
ざ
る
こ
ビ
を
認
め
て
居

.ら
ぬ

/1, 2
2
S
。

マ
ダ

ク
シ
ズ
ム
に
對
す
る
彼
れ
の
批
評
は
、畢

此

第十中

1

を
' 

(

五j

九)

グ
ム
パ
ル
ト
のT

プ
ロ
レ
タ
リ
ヤj

社
會
主
義 

第MT

號 

ニ
K

言歌

說 
く

所 
に

しャ從



银
十九

餘

(

五
ニ

0

〕
：

ゾ
ム
バ
ル
ト
のr

プ

u
.
レ
ダ
リ
ヤ

」

社
會
生
義 

懷

叫

锁

ニ

力

1

諧
に
盡
き
る
の
で
あ
る
。

而
し
て

此
結
論
は
論
の
發
途
に
先
だ
っ
て

t
eに

»

へ
&
れ
て 

居
る
。
彼
れ
の
頗
る
；豊
富
な
る
引
瞪
に
も
拘

.、ら
す
、「

プ
ァ
レ
タ
リ
ャ
社
會
主
義」

が
學
間
的
著
作 

ょ
.リ
もT

e
n
d
e
n
z
s
c
h
r
i
f
t

お
る

0

嫌
を
免
れ
な
い
の
は
、

此
が
爲
め
で
あ
る
。
或
は
此

.
 

.
 

た

R 

r

篇
の
情
詩
を
以
て
す
る
者
が
あ
ウ
て
も
、を
れ
は
甚
し
い
妄
評
で
は
な
い
。

律
の
始
め
に
記

し

た
や
う
：に
、ゾ
ム
パ
ル
ト
の

右
..

の
傾

.向
は
、哗
に
開
戦
後
間
も
な
く

H
a
n
d
l
e
r

 

u
n
d

 H
e
l
d
s

に
現
れ
て
居
る
か
ら
、

彼
れ 

だ
と

謂
‘
 CV

て

好
い
。
世
界
大
戦
は
獨
填
の
公 

シ
ズ
ム
に
對
す
る
信
仰
を
薄
ぐ
し
、成
は
ア
ル 

す

る
も
の
を
出
で
し
め

‘た
。

ゾ

<

 

\

ル
ト

は 

彼
れ
が
言
ふ
®

は
、
當：

を
如
何
を
問
は
す
、

彼
れ 

ク
ス
心
醉
者
た
ら
し
彼
れ
を
し
て
今
や
マ
ル 

言
，ふ
に
至
ら
し
め
：た
：も

の
は
，
研
究
の
進
步
で 

I
i

ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

は ク が 建 ク 認 の  
な シ 言 磐 シ マ 近  
( ズ は X ズル業 
て ム ん 推 ム ク も  
ゾ に ご 究 ご シ 或  
ム は 欲 所 ス 意  
パ 殆 す に 謂 ト 味  
ノンどる沒m 中 ‘こ 
ト ー こ 頭 逸 に 於  
の も ど す 精 もて 
a 取 で る 神 は . 
の る あ 學 ビ 多 世  
威 ベ る 究 の の 界  
情 き ◊ で 調 d 大

C
H

す

る
 

而
し
て
本 

著
さ
れ
た 

戰
の
産
物
，

は
マ
ル
ク

和
に
腐
心 

は
な
い
。
 

往
日
マ
ル

所
な
し
ご 

の.嚴
 
'ビも

生

產

.消
費
：の

均

衡

に
關

す

ろ
論
爭

.

(

セ
ィ

の
市
場
理
^
を
中
心
と

し
て)

，if

弁

幸

雄

.f 

:
 

.
 '
 

.

.
:
.

 

.

.

私
は
得
て
、

一

般

に

ほ

A
d
a
m
.

 S
m
i
t
h

の
經
濟
學
說
を
通
俗
化
し
て
經
濟
學
に
形
態
を
與
へ

を
普
及
せ
し
め
た
る
功
勞
者

な

.̂ 
£

し

て

知

ら

れ

て

，居

るJean-Baptlste 

S
a
y

は
，
大

^
に
於

S
m
i
t
h

の

祖

述

者

ど
！
！

め

ら

ネ

ベ

き

こ

ご

は

：疑

な

い

が

、而
も

佩

々

の

點

に

於

て

，は

其

の

：所
説
は

Smftii

の

上

に

出
Iで

、

斯
學

.の

進

步

に

貢

献

す

る

：
所
：
決
し

て
少
な

か

&
ざ

6
.し
も

の

で

る

云
ひ
、幾
多
の
經
濟
學
者
並
び
に

®

濟
學
史
家
は

s
a
y
:

の
最

： .

大
.の
貢

K

た
一
り
榮
#

た
る
も
の

し

て

其

の

市

場

理

論

C
T
¥
n
,
e

 

des s
b
o
l
l
c
h
s

を
：擧

げ

て

居

る

こ

，U

を
指
：摘
し
、旦
ウ
、そ

れ

S
a
y

，自

身
に

‘
と
ウ
て
は
頗

る

得

.意

ご

す
る

所

.の

も
.の
で
：

も

あ

又

、其
' の

經
濟
政
：策
上
の

意
見
の 

,

零

九

を

S
 
一二)

生
廣

I

の
均
衡
に
親
す

る
讓

 

0

J
 

ニ
,.，

て之ごご基


